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2022 / JUL.2022 / JUL.目  次 ❷  新年度にあたって　会長あいさつ
❸  木曽税務署長　通常総会　祝辞
❹  第 10 回通常総会開催
❺  税務署からのお知らせ
　 （インボイス制度説明会のご案内）

❻  青年部・女性部
❼   大桑村支部　会員企業の紹介
＆ボランティア事業

❽～❾  税務署からのお知らせ
10 日産レンタカーの制度
11 木曽税務関係団体連絡協議会
12 事務局日誌

税に関する『絵はがきコンクール』実施される
―第５回税に関する絵はがきコンクール
　　最優秀賞（１点）木曽税務署長賞（１点）中信県税事務所木曽事務所長賞（１点）作品 ―

　応募総数 81 点、最優秀賞等に９点入選
　第５回目となる事業ですが、たくさんの課題があるなかで、各小学校の児
童の皆さんにご協力を頂きました。ありがとうございました。
　また、木曽税務署さん、中信県税事務所さんには審査及び作品展示等、ご
協力頂きました。
　ありがとうございました。

南木曽町立南木曽小学校

　　６年　濟　藤　玲　菜 さん

最優秀賞最優秀賞（木曽法人会会長賞・女性部長賞）（木曽法人会会長賞・女性部長賞）
★★
★

中信県税事務所木曽事務所長賞中信県税事務所木曽事務所長賞
★★
★

南木曽町立南木曽小学校

　　６年　長谷部　桃　菜 さん

木曽税務署長賞木曽税務署長賞

木曽町立日義小学校

　　６年　征矢野　莉　子 さん

★★
★



2

きそほうじん　第 99 号　令和 4年 7月発行

　日頃より会員の皆様、ならびに木曽税務署を
はじめとする関係各位の皆様には、木曽法人会
運営への大きなご支援ご協力に衷心より感謝申
し上げます。木曽法人会は平成25年に一般社団
法人となって10年目の節目を迎えました。これも
偏に会員の皆様と、それを温かく見守っていてく
ださった関係諸団体の皆様のお陰です。ここに
謹んで感謝申し上げます。
　振り返ってみますといろいろなことがありまし
た。公益法人を目指すのか、一般社団法人を目
指すのかの選択の中で、前会長の青木一さんが
議論をまとめ、一般社団法人でいく果断の決断を
されました。公益法人を目指すと、財政面でも労
力的にも、今より煩雑な手続きが求められ、この
決定は正しく理に適っていることでした。
　翌年の平成26年には、南木曽の土石流災害と
御嶽山噴火さらには神代地震災害がありました。
　翌27年の鬼怒川堤防決壊による豪雨災害、そ
して平成28年の熊本地震、令和元年の長野県北
部19号台風災害、２年前と昨年夏の木曽豪雨災
害。大きな災害が毎年のように起こっています。
　世界に目を向けますと、２年前に始まったコロ
ナ禍は３年目を迎え、今年２月にはロシア-ウク
ライナ戦争が起こり、それに伴い、物流の停滞、
半導体不足、製造業での生産の遅れ、納期の遅
れ、資源燃料の高騰などなど、さまざまに形を
変えた災いが私たちを襲っています。その様な10
年でありました。
　災いは特別私たちにインパクトを与えますが、
考えてみますと、それは常にあるものとして考え
なくてはなりません。経営も日々いろんな変化や
苦難に晒されて、上り坂、下り坂そしてもう一つ
の坂、まさかの坂に出くわしたりするようです。
このまさかが一番恐ろしい。何しろ想定外ですか
ら。しかし経営者はそのまさかを想定外といって
いては失格だと思います。最も非常な事態に思い
を凝らし、最悪な場面を受け入れる覚悟をしてお
かなければならないと思います。腹を据えて、覚
悟を決める。そうすると不思議と何も恐れるもの
がないと思えます。
　肥前国佐賀鍋島藩士　山本常朝（やまもとじょ
うちょう）の葉隠に「武士道とは死ぬことと見つ
けたり」これは死ぬことを美化しての言葉ではな
く、よく生きることを指しての言葉です。間違っ
た解釈をすることが多いのですが、人は必ず死ぬ
のですから、よく生きること、どのように自分の
命を価値あるように使うかということです。この
ことは先ほどの覚悟のことであると思います。

木曽法人会長　大沢　謙一

新年度のご挨拶新年度のご挨拶

　想定外を想定して経営に臨む。備えあれば憂
いなしです。最悪のことを考えると、そうならな
いための逆算が自然と頭の中で始まります。い
ろんなことへの備え、目的に到達する為の手順、
道具立て、いろんなことが整理され始めます。
　以前、NHK連続ドラマ「あさが来た」があり
ました。このお話は、大同生命創設者の広岡浅
子さんの物語です。この人のモットーは「七転八
起」どころではなく「九転十起」だそうです。普
通の更に上を行くこの言葉、よくよく考え抜かれ、
体験がにじみ出ている言葉だと思います。深く深
く現象を掘り下げ、而してその実象を捉えていく
ことで、生きた知恵を身につけることができるの
だということを示していると思います。そんなこと
を考えると、経営を通じて自分にも良し、世の中
にも良し、更には国にも良しの三方良しで、なに
か経営ってわくわくしてきませんか、ときめきませ
んか。私にはその様に魅力的なものに思えます。
　法人会は良き経営者を目指すものの団体とし
て、会員の積極的な自己啓発を支援し納税意識
の向上と企業経営及び社会の健全な発展に貢献
します。これが基本方針です。ですから私たちも
広岡浅子さんのように、生きた知恵を沢山身につ
け、絶え間ない変化の中でも柔軟に対応できる
経営のプロとなり、地域社会の発展に大いに貢
献できるようになりたいと思います。会員の皆様
におかれましても、その様に切磋琢磨し輝いて頂
きたいと存じます。これからも魅力ある法人会を
作って参りたいと思いますので、どうか宜しくご
支援ご協力をお願いいたします。
　最後に二つ。７月５日に逝去されました木曽法
人会前会長 青木一さんにこれまでの感謝を込め
哀悼の意を捧げます。笑いもありユーモアもあ
り、その中で本質にズバッと斬り込まれる、そ
の様に沢山のご指導を頂きました、本当にありが
とうございました。また、日本国の名宰相であら
れ、７月８日に凶弾に斃れられた安倍晋三元首相
にも哀悼の意を捧げます。忍耐強く、困難なこの
時代の日本国を、あるべき方向へと導いてくださ
いました。感謝申し上げます。
お二人を亡くしたことは本当に
つらいです。でも、より良い明
日に向かって前へ前へと進も
うと思います。合掌。

総会であいさつする大沢会長総会であいさつする大沢会長
６月２日木曽町文化交流セン６月２日木曽町文化交流センターター
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　本日ここに、一般社団法人木曽法人会の第
10回通常総会が盛大に開催され、全ての議事
が滞りなく可決承認のうえ、新たな年度のス
タートを迎えられましたことを心からお慶び申
し上げますとともに、お祝いを申し上げます。
　大沢会長はじめ、木曽法人会の皆様には、日
頃から税務行政に対し深いご理解と多大なご協
力を賜り、厚くお礼申し上げます。新年度にお
きましても役員及び会員の皆様が一致団結し、
引き続き活発な活動が行われますことと存じま
す。
　木曽法人会におかれましては、地域社会の中
で「税」に機軸を置いた活動として、税に関す
る啓発提言や税務研修事業・租税教育事業を基
本方針に掲げ、税知識の普及や納税意識の高揚
を図るための活動を活発に展開されておられま
す。
　具体的な取組として、税務研修事業では、決
算説明会など各種研修会の開催や「税制改正の
あらまし」などの税務関係テキストの配付によ
り、会員の積極的な自己啓発を支援し、企業の
健全な発展に貢献しておられます。
　また、租税教育事業では、青年部が講師を務
める租税教室の開催、郡内の小学５年生に対す
る「租税教育用下敷」の寄贈、さらに、女性部
による「税に関する絵はがきコンクール」への
取組は、次代を担う子どもたちの租税教育に大
きく貢献しておられます。税務行政に携わる私
どもといたしましては、大変心強く感じるとと
もに、このような活動に深く感謝申し上げま
す。
　更に、ボランティア活動や福祉施設へのタオ
ルと善意の寄贈など、社会貢献事業にも積極的
に取り組まれ、その活動にも深い感銘を受けて
おります。
　さて、来年10月に開始されますインボイス
制度について、少しお話しさせていただきま
す。
　法人会の皆様には、税務署と連携した説明会
の開催や、会報誌への掲載などにご協力をいた
だきましてありがとうございます。
　企業活動に大きな関わりをもたらすインボイ

ス制度ですが、皆様の企業では、インボイスを
交付するために必要となる登録申請はお済みで
しょうか。申請期限の間際になりますと、お時
間をいただくことも予想されますので、登録を
予定されている企業には、お早めの申請をお勧
めしております。
　制度の円滑な導入に向けて、税務当局として
は、事業者の皆様に理解を深めていただけるよ
う、周知・広報などに取り組んでまいりますの
で、地域経済の指導的立場におられる法人会の
皆様にもご協力を、よろしくお願い申し上げま
す。
　もう１点、キャッシュレス納付についてお話
しさせていただきます。
　国税庁では、納税者の利便性向上と現金管理
に伴うコスト縮減はもとより、新型コロナ感染
防止の観点からも、非対面の納付手段である
キャッシュレス納付の利用促進を図っており、
令和７年度までに４割の利用を目指しておりま
す。特に法人の方にはダイレクト納付、個人の
方には振替納税のご利用を推奨しておりますの
で、まだご利用でない企業の皆様には、是非と
も早期のご検討をお願い申し上げます。
　木曽法人会と税務当局は、従来から良好な連
携・協調関係を築いていただいているところで
ございますので、今後とも税務行政の良き理解
者として一層のご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
　結びに、一般社団法人木曽法人会の益々のご
発展と会員企業のご繁栄並びに皆様方のご健勝
を心からご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせ
ていただきます。　

一般社団法人木曽法人会通常総会　祝辞一般社団法人木曽法人会通常総会　祝辞

ご祝辞を述べられる矢野税務署長ご祝辞を述べられる矢野税務署長
６月２日　木曽町文化交流センター６月２日　木曽町文化交流センター

木曽税務署長　矢野　直樹
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　令和４年度第10回通常総会が６月２日木曽
町文化交流センターにて開催されました。今年
度も、新型コロナウイルス感染症拡大防止に努
めながらの開催となりました。
　令和３年度財務諸表、令和５年度税制改正要
望事項（案）の承認、令和４年度事業計画書並
びに収支予算書、令和３年度公益目的支出計画
実施報告書の報告がされました。
　時間短縮ではありましたが、通常総会は無事
終了しました。
　総会終了後には毎年恒例の懇親会を行う予定
でしたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止の為、中止となりました。
【令和４年度基本方針】
◦納税意識の高揚と租税教育活動の推進
◦税制改正提言活動ならびにe-Taxの普及推進
◦企業経営の健全発展と地域社会貢献活動事業
の推進

　新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めな
がら各事業に取り組んでまいります。

【主な事業計画】
①税の研修事業・講演会等経営支援事業の実施
②ブロック別税務研修会等の実施
③支部活動・青年部女性部活動を通しての会員
増強の推進
④税制改正の提言・法人市町村民税（法人税
割）の標準税率化への要望活動の実施
⑤地域に根ざした社会貢献活動の実施
⑥青年部・女性部による租税教育事業の推進強
化
⑦会員福利厚生制度の普及推進

所 属 職 名 氏 名 旧 所 属 署 旧 職 名

署 長 木 内 武 雄 宇都宮税務署 特別国税調査官
（総合調査担当） 特別国税調査官

総 務 課 総 務 課 長 石 河 敏 昭 関 東 信 越 国 税 局 総 務 部
企画課 業務センター前橋分室 主 任 管 理 官

⑵ 転入者・転入先

● 木曽税務署　人事異動のお知らせ（７月11日付）
所 属 職 名 氏 名 新 所 属 署 新 職 名

署 長 矢 野 直 樹 飯田税務署 署 長
総 務 課 総 務 課 長 中 村 　 徹 関東信越国税局 徴収部 管理運営課 課 長 補 佐

⑴ 転出者・転出先

令和４年度第10回木曽法人会通常総会
（６月２日木曽町文化交流センター）

ご祝辞を述べられる
長野県中信県税事務所　降籏所長

女性部長
小瀬木　礼　子　氏
　　（有限会社　小瀬木木工所）

おめでとうございます。

令和４年度 全法連功労者表彰
　県連より、本年度の全法連功労者表彰
が伝達されました。
　木曽法人会からは１名の方が受賞され
ました。
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　今まで消費税の申告をしたことがないなど、消費税の基本的な仕組みから知りたい
方向けに、インボイス制度に関する説明会を開催します。
　インボイス発行事業者の登録をすべきか検討されている場合は、こちらの説明会を
お勧めしておりますので、ぜひご参加ください。

【説明会の主な内容】  
・消費税の基本的な仕組み 
・インボイス制度の基本的な事項 

○ 新型コロナウイルス感染症等の感染拡大状況によっては、開催を中止する場合が
ございますので、あらかじめご了承ください。 
○ 税務署の代表電話にお問い合わせいただく際は、税務署の電話番号にお掛けいた
だいた後、自動音声案内にしたがって、「2」を選択してください。 

○ 駐車場に限りがありますので、公共交通機関の利用など車での来場はご遠慮くだ
さい。

木曽税務署 （令和４年６月）

【特設サイトへ】インボイス制度に関する一般的なご相談は、
軽減・インボイスコールセンターで受け付 
けております。
【専用ダイヤル】 0120 - 205 - 553 (無料)
【受付時間】 9:00～17:00 (土日祝除く)

インボイス制度に関する情
報は、 国税庁ホームページ
の「インボイス制度特設サ
イト」をご覧ください。

【説明会の日程】 

木曽税務署からのお知らせ

インボイス制度説明会のご案内
～消費税の基本的な仕組みから知りたい方向け～

開催日時 開催場所 定員 お問い合わせ先

令和４年７月28日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：７月25日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

令和４年８月10日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：８月８日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

令和４年８月25日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：８月22日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

令和４年９月８日
10時00分～11時00分

木曽税務署 2階会議室
(木曽町福島5637-1)

10名
【事前申込制】
 (申込期限：９月５日) 

木曽税務署 調査部門 
TEL0264-22-3254

参加無料
事前申込制
先着順 
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　青年部総会が５月27日に開催されました。上
程された各議案は、全員の承認により可決決定
しました。新年度の事業計画において行事等へ
の積極的参加など、会員の結束と連携強化を確
認しました。残念ながら、総会後の懇親会は新

型コロナウイ
ルス感染症拡
大防止の為、
中止となっ
てしまいまし
た。

　女性部総会は、本会の総会に先立ち、同会
場で開催されました。
　午後１時30分、大畑副部長の総合司会によ
り開会、土原副部長の「開会のことば」に続
き小瀬木部長が１年間の女性部事業である絵
はがきコンクール事業や社会貢献活動事業へ
の部員の参加と協力に対し、お礼を述べまし
た。また、新年度
の事業計画への協
力もお願いし松瀬
副部長の「閉会の
ことば」で、無事
総会が終了しまし
た。

　女性部で
は、地域社会
貢献活動に繋
がるボラン
ティア事業と
して、郡内の
介護施設への
タオル・布類の寄贈を行っています。
　これは、家庭でお使いにならない新品のタオ
ルや使用済みのタオル等を、介護の現場でご利
用頂いているものです。
　去る３月28日に木祖村にある、松塩筑木曽
老人福祉施設組合サニーヒルきそ様へ小瀬木部
長と小林副部長が行ってまいりました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をし
ながら、タオル寄贈を行いました。施設の方か
ら、「大変助かります」との、お言葉を頂き利
用者の皆さんに少しでも、お役に立てて頂ける
ことをうれしく思いました。
　今後も引き続き実施してまいりますので、女
性部の皆様のご協力をお願いします。
　新品タオル・使用済タオル・バスタオルな
ど、お寄せ頂ける方は、女性部役員または事務
局までご連絡をお願いします。
 （事務局　記）

第16回第16回
法人会全国女性フォーラム法人会全国女性フォーラム
（静岡大会）参加（静岡大会）参加

　全法連及び全法連女性部会連絡協議会主催
により令和４年４月 14日ツインメッセ静岡に
て、全国女性フォーラム静岡大会が開催されま
した。木曽法人会からは２名の参加でした。新
型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしなが
らでしたが、全国からたくさんの女性部会員が
集まり、記念講演の後の大会式典では「租税教
育、社会貢献活動の一環として取り組んでいる
『税に関する絵はがきコンクール』の更なる充
実、女性の社会での活躍が求められている。女
性部会も更に大きな輪を広げよう」と宣言さ
れ、とても有意義な大会となったようです。

青年部総会であいさつする青年部総会であいさつする
湯川部長湯川部長

女性部総会で女性部総会で
あいさつする小瀬木部長あいさつする小瀬木部長
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〒 399-5504
長野県木曽郡大桑村大字野尻 1313-4
ＴＥＬ　0264－55－2372
ＦＡＸ　0264－55－2899

　先代が個人でストーブをたたいて作る
事から始めた板金業ですが、平成４年４
月に有限会社として新たに事業を継承し
今に至ります。
　小さな会社ですが一軒一軒一つ一つ丁
寧な仕事を心掛け、主に屋根の葺き替え
から修理、雨樋の取替えなどの仕事をし

有限会社半場板金工業　　代表取締役　半場　清一

ています。
　夏は暑く、冬は寒い仕事ですが、他企業の方々や地域の皆さんにお世話になり日々頑張っていま
す。
　皆様に感謝の気持ちを忘れずやっていきたいと思います。何か有りましたらご相談下さい。

　大桑村支部では、去る５月21日㈯に観光協会主催のごみ拾いに大桑村支部として協賛参加しました。
　コロナ禍ではあるけれど、大桑村の国道 19号線沿いをグループ分けして効率よくごみ拾いをしまし
た。
　今回はいつもと比べるとゴミの量は少なったけど、続けていくことでゴミのポイ捨ても減っていくこ
とを祈ります。

大桑村支部だより ボランティア活動 ごみ拾い大桑村支部だより ボランティア活動 ごみ拾い
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毎年、青年部総会・女性部総会・本会総
会をご欠席の会員部員様へ議案書を配布
しておりましたが、今年度より配布致し
ません。その代わりに、木曽法人会ホー
ムページに掲載しておりますので、ご覧
ください。

令和４年度法人会費納入のお願いを７月
に郵送にてお送りいたしております。
８月 10 日が口座振替日と振込期日と
なっておりますので、よろしくお願いい
たします。
令和４年度も新型コロナウイルス感染症
に留意しながら研修会、講演会、福利厚
生事業を推進してまいりますので、ご参
加ご協力をお願いいたします。

哀 悼
前木曽法人会長の青木　一氏が７月５日に
ご逝去されました。
青木氏には平成 13 年５月から平成 25 年
５月の 12年間の長きにわたり当法人会会

長の職にご尽力いた
だきました。ご生前
のご功績を偲び、心
よりご冥福をお祈り
申し上げます。

事
務
局
日
誌

事
務
局
日
誌

生活習慣病予防健診生活習慣病予防健診
（６月８日・木曽町文化交流センター）（６月８日・木曽町文化交流センター）

理事会理事会
（５月９日・木曽建設会館）（５月９日・木曽建設会館）

６月２日６月２日
木曽法人会総会に木曽法人会総会に
ご出席のご出席の
故青木　一氏（左）故青木　一氏（左）

お知らせ

法人会費の納入について




